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５年生 人は７月 日、

第１回として地域の方と協

力し、 校区の防災マップ

を作成した。各班で地域の

ボランティアの方に教えて

いただきながら、白地図に

避難場所や消火栓の位置な

どを書き、場所を知ること

ができた。

参加した児童は「地域の

方が優しく教えてくださっ

て分かったことがたくさん

あり、うれしかった」と話

した。

地域の方々に教わりなが

ら防災マップを作ること

で、改めて自分の住む地域

のことをよく知ることがで

き、班の人たちと危険マッ

プを完成させるという目標

を持つことで、普段以上に

協力し、学級のチームワー

クを高めることができた。

今回の経験は、これから

稲葉山に生きる自分たちの

知識となり、調べる力や協

力する力になった。このよ

うな取り組みが防災に対し

ての備えとなり、今後も社

会に生かせるものになるだ

ろう。

第２回は 月 日、分担

して稲葉山地区の危険な場

所を調査した。地域の方の

協力のもと、昔からの危険

な場所がどのように改善さ

れたのかを確かめた。

実際に調査すると、高い

ブロック塀や命にかかわる

危ない場所が、数多く見ら

れた。

一緒に体験した何人かに

感想を聞いたところ、「自

分の住んでいる周りのこと

しか知らなかった」「ほか

の町に目を向けるいい機会

だった」など、新しい発見

をしたとの意見が多かっ

た。

「これを機に避難場所や

安全な避難経路を確認し、

将来、危険な場所を直す仕

事に生かせるようにした

い」と話す人もいた。

今回の調査では、今まで

気づかなかった校区の危険

な場所に気づけるようにな

るとともに、自分の生き方

に目を向ける人もあり、命

を大切にする考え方につな

がるものになった。

学習発表会が 月 日に

あり、第３回として防災学

習をテーマにした劇を演じ

た。「忘れられた川」との

タイトルで発表された内容

は、かつて稲葉山で発生し

た水害についてであった。

稲葉山地区は、昔たくさん

の水害に見窑われ、今のよ

うな安全な場所ではなかっ

たそうだ。

この学習で子ども役を演

じた友達は「あまり知るこ

とのなかった昔の災害を知

った。避難する時、災害の

怖さが分かってから冷静に

行動することができる。役

を演じてみてよかった」と

語ってくれた。演じた５年

生は、忘れられかけた昔の

水害を地域の方に伝えるた

めに、一生懸命の取り組み

を見せた。

今回の学習を通して、身

近にある川には、いろいろ

な歴史が秘められているこ

とを知った。かつてあった

水害を忘れることなく、後

世に伝えていくことが大切

だと分かった。

第４回の学習は、 月

日にオンライン発表会を行

った。今までの学習を通し

て学んだことをスライドに

まとめて、福島大学の初澤

敏生先生にオンラインで発

表した。

参加した友達は「学校の

周りには災害の可能性がた

くさんある。命を守るため

にも避難訓練や町内地図を

見るようにしようと思う」

と話してくれた。

今回の学習を通して、自

分たちの住む地域だけでな

く、県内でも多くの災害が

起こったことも伝えること

ができた。また、改めて鳥

取県の災害のことも学ぶ機

会となった。

こうした地域のことをよ

く知る学習で災害が防げる

のならば、この取り組みは

大事だと思った。

５年生
防災学習に取り組む５年生は２０２２年、地域の強みと弱みに

目を向け、調査や発表に取り組んだ。

危
険
な
場
所
を
調
査
す
る
児
童

学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
児
童

水害について劇を演じる児童
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白
地
図
を
使
っ
て
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
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【
学
校
名
】
鳥
取
市
立
稲
葉
山
小
学
校

【
現
在
地
】
鳥
取
市
卯
垣
２
丁
目
６
５
７
番
地

【
校
長
名
】
河
合
真
由
子

【
児
童
数
】
２
０
１
人

【
校

訓
】
「
英
知
」

友
愛

「
剛
健
」

【
学
校
教
育
目
標
】

志
を
も
ち

か
し
こ
く

あ
た
た
か
く

た
く
ま
し
い

児
童
の
育
成

【
沿

革
】

１
９
５
３

昭
和

年

稲
葉
山
小
学
校
開
校

現
位
置

２
０
２
３

令
和
５

年
に
創
立

周
年
を
迎
え
る
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学校概要

新
聞
紙
を
使
い

ス
リ
ッ
パ
作
り

１
年
生
は
２
０

２
２
年

月

日
、
多
目
的
ホ
ー

ル
で
新
聞
を
材
料

に
し
て
ス
リ
ッ
パ

を
作
っ
た
。
困
っ
て
い
る
児
童
に
地
域

の
方
が
優
し
く
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ

る
な
ど
、
地
域
の
方
と
協
力
し
て
作
業

を
進
め
た
。

完
成
し
た
ス
リ
ッ
パ
を
履
き
、
「
履

い
た
ら
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
」
と
の
声

が
上
が
る
な
ど
、
履
き
心
地
に
満
足
し

て
い
た
。
参
加
し
た
児
童
は
、
災
害
時

に
は
避
難
所
で
作
っ
て
使
い
た
い
と
意

欲
を
高
め
た
。

牛
乳
パ
ッ
ク
で

お
皿
づ
く
り

２
年
生
は
２
０

２
２
年

月
６

日
、
防
災
学
習
の

一
環
で
、
牛
乳
パ

ッ
ク
を
使
っ
た
お

皿
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。
地
域
の
人

や
友
達
に
、
教
え
て
も
ら
っ
た
り
手
伝

っ
た
り
し
な
が
ら
お
皿
づ
く
り
を
進
め

て
い
た
。

学
習
の
最
後
の
感
想
で
は
、
「
牛
乳

パ
ッ
ク
で
お
皿
が
作
れ
る
な
ん
て
す
ご

い
」
「
お
皿
づ
く
り
が
楽
し
か
っ
た
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
地
域
の
方
へ
の
感
謝
の
言
葉
で

あ
ふ
れ
た
。

段

ボ

ー

ル

ベ
ッ
ド
作
り

３
年
生
は
２
０

２
２
年

月

日
、
多
目
的
ホ
ー

ル
で
防
災
学
習
を

行
っ
た
。
鳥
取
県

社
会
福
祉
協
議
会
災
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
講
師
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
災
害

時
に
避
難
場
所
で
簡
単
に
作
る
こ
と
が

で
き
る
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
作
り
に
取
り

組
ん
だ
。

講
師
の
方
か
ら
災
害
時
に
意
識
し
て

ほ
し
い
こ
と
と
し
て
、
「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
・
工
夫
す
る
・
全
体
を
見
る
」
の
３

点
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
学
校
生
活

で
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
サ
バ
イ
バ

ル
力
を
高
め
る
た
め
に
、
３
点
を
日
々

意
識
し
て
い
き
た
い
。

学
習
を
終
え
た
児
童
か
ら
は
「
段
ボ

ー
ル
で
ベ
ッ
ド
を
組
み
立
て
る
こ
と
が

大
変
だ
っ
た
」
「
知
ら
な
い
こ
と
が
あ

っ
て
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

挙
が
っ
た
。

１年生

２年生

３年生

４年生

６年生

完
成
し
た
ス
リ
ッ
パ
を
履
く
児
童

牛
乳
パ
ッ
ク
を
利
用
し
て

完
成
し
た
お
皿

避
難
場
所
で
役
立
つ
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
作
り

起
震
車
で
揺
れ
を
体
験
す
る
児
童

選
択
理
由
を
話
し
合
う
児
童

地
震
対
策
の

大
切
さ
学
ぶ

４
年
生
は
２
０

２
２
年

月

日
、
消
防
署
の
方

に
来
て
い
た
だ

き
、
防
災
学
習
を

行
っ
た
。
地
震
へ
の
備
え
方
や
地
震
が

起
き
た
と
き
の
安
全
な
避
難
の
仕
方
な

ど
を
教
わ
っ
た
。
地
震
の
揺
れ
を
再
現

す
る
起
震
車
に
も
乗
り
、
震
度
６
〜
７

の
揺
れ
を
体
験
し
た
。

体
験
し
た
児
童
は
「
揺
れ
て
い
る
と

き
に
立
つ
こ
と
が
で
き
な
く
て
怖
か
っ

た
」
と
話
し
、
地
震
の
揺
れ
の
怖
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
「
地
震

が
来
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
、
家
で
い

ろ
い
ろ
と
用
意
し
て
お
き
た
い
」
と
い

っ
た
感
想
も
あ
り
、
４
年
生
に
と
っ
て

日
々
の
備
え
の
大
切
さ
を
学
ぶ
時
間
と

な
っ
た
。

と
っ
さ
の
対
応
や

状
況
判
断
を
訓
練

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム

６
年
生
は
２
０

２
２
年

月

日
、
こ
く
み
ん
共

済
の
講
師
の
方
や

地
域
の
方
々
と
一

緒
に
、
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
行
っ

た
。
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム
と
は
、
災

害
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
想
定
し
、

二
者
択
一
で
選
択
を
し
、
理
由
に
つ
い

て
話
し
合
う
ゲ
ー
ム
で
、
と
っ
さ
の
対

応
や
状
況
判
断
を
訓
練
す
る
も
の
で
あ

る
。例

え
ば
、避
難
指
示
が
出
た
状
況
で
、

真
夜
中
の
豪
雨
の
中
で
も
避
難
す
る
か

ど
う
か
を
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ
か
Ｎ
Ｏ
で
答
え
る

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
状
況
を
想
定
し
た

問
題
が
あ
っ
た
。

「
み
ん
な
で
意
見
を
共
有
し
合
う
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
「
今
後
の
人

生
で
も
選
択
す
る
場
面
は
あ
る
の
で
、

冷
静
に
考
え
て
判
断
し
た
い
」
な
ど
、

防
災
だ
け
で
な
く
生
活
に
も
役
立
て
よ

う
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
り
、
有
意
義

な
学
習
と
な
っ
た
。
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（１０）２０２３年 (令和５年 )３月１日　水曜日( 第３種郵便物認可 ) （１０）２０２３年 (令和５年 )３月１日　水曜日( 第３種郵便物認可 )


